
里山ガーデンでの実験

初夏

在来春植物による垂直多層植栽法の展示
東京都市大学環境学部環境創生学科田中章(ランドスケープ・エコシステムズ)研究室

深さ

垂直多層植栽法とは？
里山林床の地中構造を参考に、多年草の苗を複数の層
に垂直に植栽する手法として田中教授が提案をしています。
花期の異なる多年草を使うことで、時間経過により異なる
お花畑の景観を作ることが出来ます。

垂直多層植栽法の植栽断面イメージ
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田中章研究室のHP(http://www.yc.tcu.ac.jp/~tanaka-semi/)

早春の里山の森の中には、春植物（スプリング・エフェメラ
ル、春の妖精）と呼ばれる美しい花を咲かせる多年草が生育
しています。これらの植物は、人が定期的な維持管理を行っ
ているコナラやブナなどの二次林の林床で、里山が育んだ在
来春植物を用い、時間経過
により移り変わるお花畑を
再現しています。
今回の里山ガーデンでの
実験として全国都市緑化
よこはまフェアで展示して
ます。

フクジュソウ
Adonis  remosa

花期：２月～３月

アズマイチゲ
Anemone  raddeana
花期：３月～５月

カタクリ
Erythronium japonicum
花期：３月～４月

キクザキイチゲ
Anemone  pseudoaltaica

花期：３月～５月

イチリンソウ
Anemone  nikoensis
花期：４月～５月

ニリンソウ
Anemone flaccida

花期：３月～５月

ヤマブキソウ
Hylomecon japonica

花期：４月～６月

展示の中で植えている在来春植物

早春 春
花期は横浜市でのおおよその目安です
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